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学校の統廃合を支援
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競争促す制度も試行
政
府
の
教
育
再
生

会議
（
野
依
良
治
座
長）

は
お
目、

第
3
次
報
告
を
福
田
首
相
に
提
出
し
た。

子
ど
も
の
数

に
合
わ
せ
た
学
校
の
適
正
配
置
を
進
め
る
た
め
、

国
が
望
ま
し
い
学
校
の
規
模
を
示
し
て
統
廃
合
を
支
援
す
る
と

明
記
し
た。

従
来、

自
治
体
の
判
断
で
進
め
て
き
た
統
廃
合
を
、

園
が
推
進
す
べ
き
だ
と
の
姿
勢
を
示
し
た
も
の

だ。

学
校
聞
の
競
争
を
促
す
制
度
も
、

モ
デ
ル
事
業
と
し
て

試行
す
る
と
し
、

道
徳
を
「

徳育」

と
し
て
教
棋
に

す
る
こ
と
も
第
2
次
報
告
に
続
い
て
盛
り
込
ん
だ。

（

今村尚徳）

「
安
倍
カ
ラ
l」
は
後
退

逆
転
国
会

義吾子

開
会
議
は
2
月
ま
で
に
最

終
報
告
を
と
り
ま
と
め
る
予

定
だ。

開会議
は
「
戦
後
レ
ジ
ー

ム
（
体
制）

か
ら
の
脱
却」

を
掲
げ
た
安
倍
前
首
相
が
設

置。

福
田
政
権
に
代
わ
っ
て

か
ら
は
初
の
報
告
と
な
る。

安
倍
民
か
こ
だ
わ
っ
た
国
に

よ
る
学
校
評
価
シ
ス
テ
ム
導

教育再生会議で 、野依良

治
座
長
（
右）

か
ら
報
告
書

を
受
け
取
る
福
田
首
相
川
お

日
午
後、

首
相
官
邸
で
、

松

本敏之撮影
入
が
見
送
ら
れ
る
な
ど
、

「
安
倍
色」

の
多

くが
消
え

た。
一

方、

福
田
首
相
が
政

権
の
理
念
に
掲
げ
る
「
自
立

と
共
生
」

が
「
教
育
改
革
の

重
要
な
方
向
性」

と
位
置
づ

け
ら
れ
た
が
、

そ
う
し
た
理

念
に
沿
っ
た
具
体
的
な

提言

は
乏
し
か
っ
た。

「
教
育
パ
ウ
チ
ャ
l
（
金

券）

制
度」

は
、

「
学
校
選

択
制
」

を
導
入
し
た
自
治
体

で
、

児
童
・

生
徒
数
に
応
じ

て
学
校
に
予
算
を
配
分
す
る

こ
と
を
通
じ
、

学
校
聞
の
競

争
を
促
進
す
る
仕
組
み。

安

倍
氏
が
導
入
に
熱
心
だ
っ
た
一

舎
の
活
用、

教
員
定
数
の
激

が
、

委
員
の
聞
か
ら
「
金
券
一

変
緩
和
に
支
援
策
を
講
じ
る

の
よ
う
な
も
の
を
配
る
必
要
一

と
し
た。

は
な
い
」

と

異
論
が
出
さ
一

中
央
教
育
審
議
会
（
文
部

れ
、

「
パ
ウ
チ
ャ
l
的
な
考
一

和
学
相
の
諮
問
機
関
）

で
慎

え
方
を
取
り
入
れ
た
学
校
改
一

重
な
意
見
が
相
次
い
で
い
る

善
シ
ス
テ
ム
を
モ
デ
ル
事
業
一

徳育
に
つ
い
て
は
、

改
め
て

と
し
て
実
施
す
る
」

と
さ
れ
一

「
教
税
他
し
、

年
聞
を
通
じ

た。

学
校
選
択
制
を
導
入
し
一

て
計
画
的
に
指
導
す
る
」

と

て
児
童
生
徒
が
集
ま
る
学
校
一

盛
り
込
ん
だ。

「
再
生
会
議

に
予
算
配
分
を
増
や
す
が
、
一
一
で
ほ
ぼ
一

致
し
て
掲
げ
た
問

金
券
は
配
ら
ず、

希
望
す
る
一一

題
が
、

尻
す
ぼ
み
に
な
る
の

自
治
体
で
の
試
行
に
と
ど
め
一
は
い

際

陸

記罫

る。

一一
・

国
際
教
養
大
学
理
事
長）
パ

安
倍
氏
が
主
導
し
た
学
校
一

と
い
っ
た
委
員
の
声
に
応
え

や
教
育
の
第
三
者
評
価
に
つ
戸
た
も
の
だ。

い
て
は
、

当
初、

国
が
主
体
一

こ
の
ほ
か
、

大
学
で
英
語

と
な
っ
て
評
価
す
る
こ
と
が
一

を
使
っ
た
授
業
を
全
体
の
叩

検
討
さ
れ
た
が
、

「
国
に
よ
一

%
に
増
や
す
こ
と
や、

弁
護

る
評
価
は
な
じ
ま
な
い」

と
一

士
や
臨
床
心
理
士
ら
に
よ
る

し
て
、

国
は
指
標
を
示
す
に
一

「
学
校
問
題
解
決
支
援
チ
！

と
ど
め
、

評
価
は
自
治
体
に
一

ム
」

を
5
年
後
ま
で
に
全
教

ゆ
だ
ね
た。

一

育
委
員
会
で
導
入
す
る
こ

学
校
の
適
正
配
置
に
つ
い
一

と
、

ス
ポ
ー
ツ
庁
の
新
設
も

て
は
、

「
教
育
効
果
を
高
め
一

盛
り
込
ん
だ。

る
た
め
、

国
は
、

望
ま
し
い
一

第
2
次
報
告
で
残
さ
れ
て

学
校
規
模
を
提
示
す
る
」

と
一

い
た
6
・
3
・
3
・
4
制
の
見

明
記。

統
廃
合
を
進
め
る
自
一

直
し
ゃ
義
務
教
育
で
の
飛
び

治
体
に
は
、

離
れ
た
学
校
ヘ
一

級
・

留
年
は
賛
否

が割
れ
、

通
う
た
め
の
ス
ク
ー
ル
パ
ス
一

引
き
続
き

検討
す
る
と
し
て

の
整
備
や
購
校
と
な
っ
た
校
一

結
論
が
先
送
り
さ
れ
た。

－はじめ一．基本的←教
育
再
生
げ

み
な
ら
ず、
一

企
業、

団
体
、

ィ
プ
な
ど
あ
F

人
々
が
「
教
卓

で
あ
る
こ
さ
世

会総が
か
P
市

て
取
り
組
む
v一

て
強
く
訴
え、

－第3決一教育再栓
「
事
な
か
れ、

平
等」

と
弛

を
排
し
、

葉一

供
に
信
頼
さ、

確
立
に
あ
右【

は
ま
ず
、

誰一

か
、

責
任
の一

に
し
た
う
え

運
営
を
行
い

立
し
、

情
報

評
価
に
よ
ぢ

た
す
仕
組
み

欠。

そ
し
て

自
立
的
な
切

さ
た
く
ま
）

嵐j作戦1
1本だ（ナ！

否
決
さ
れ
て
も
「
与
党
が
無

駄
遣
い
を
放
置
し
た」

と
訴

え
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

読
み
が
あ
っ
た。

し
か
し
、

衆
院
は
与
党
が

寝

つ

可
る
。

た
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法

の
み
に
と
ど
ま
っ
て
い
る。

た
と
え
ば
、

年
金
保
険
剰

流
用
禁
止
法
案。

日
月
お
日

こ
の
国
会
で
民
主
党
は
政

権
公
約
を
法
案
化
し
て
野
党

多
数
の
参
院
に
次
々
と
提
出

す
る
「
法
案
の
嵐」

作
戦
を

展
開
し
た。

お
日
ま
で
に
計

2長夜間を桂出く
匝



議選

上手に逃げよう
山下清

1
9
4
0（

昭
和
市）
年 、

恨
の
画
家
が
知
的
障
害
者

百
か
ら
脱
出、
そ
の
と
き

U
情
を
日
記
に
書

い
た

。

慣
は
絵
を
描
き
た
い
か
ら

同
な
く
「

き
れ
い
な
景
色

ω
ず
ら
し

い
物
を
見
る
の

貯
き
で
」
と
記
し

た
。

き
ょ
う
の
言
葉
を、

婁
正
綱
さ
ん
が

新
た
に
色
紙
に
書
い
て
抽
選
で
1
人
に

さ
し
あ
げ
ま
す。

は
が
き
に
掲
載
目、

郵
便
番
号、

住
所、

氏
名、

年
齢、

電

話
番
号
を
明
記
し
て、
一
T
1
0
0
1
8

6
9
3

東
京
中
央
郵
便
局
私
書
箱
1

0
4
6
号

産
経
新
聞
東
京
本
社
編
集

局「
き
ょ
う
の
言
葉」
係
ヘ
。

締
め
切
り

は
掲
載
日
の
1
週
間
後
必
着。

員
の
4

割
が一
応
」
と
英
語
で
の
授
業
の
必一

い
」
と
話
し

て
い
る

。

の
多
く
は
英一
要
性
を
説
く

。

一

再
生
会
議
の
委
員
の一

卒
業
論
文
も一
一
方
で 、
横
浜
国
立
大
学一
人、
4
鴫
嶺
雄
氏
却
場
霊

府
国
語
を

な
一

の
鈴
木
邦
雄
副
学
長
は
「
3頑

削
剥
国
劇
劉
費
対
等（
秋

時
聞
を
増
や一
割
の
授
業
を
行
う
の
は
大
学一
田
県）
は
す
べ

て
英
語
で
行

大
は
「コ
ン一
院

な
ら
可
能
だ
ろ

う
が、
学一
う

。
し

か
し、
英
語
に
関
心

米
国
で
発
展一
部
で
行
う
の
は
難
し

い
の
で一
の
高

い
学
生
が
多
く
入
学
す

rロ
グ
ラ
ム
を一
は
な
い
か

。
英
語
の
授
業
を一
る一
方
で、
授
業
に
つ
い

て

に
英
語
に
習一
用
意
し

て
も、
学
生
が
履
修一
い
け

な
い
学
生
も

い
る

と
い

不
可
欠

な
対一
し

な
か

っ
た
ら
意
味

が
な一
う

。

（
櫛
田
寿
宏）

い
。

混
乱
だ
け

が
残
り、
委
員
か

ら
「
議
論
は
百
出
す
る

が、
検
討

ば
か
り
で
何
も
決
め
ら
れ
な
い
」

と
の
批
判
も
噴
出
し

た
。

もっ
と
も、
再
生
会
議
は
安
倍

前
首
相
が
退
陣
し

た
時
点
で
す
で

る感まには
？ ほ 。じとな本
kぼ がめつ気
i告 あててに
E坦 つ終かな
T開 たわられ
きか 」らはた
iれ なせ早が
Dた どよく
再合 とうき福
誌同 振とれ田
は分 りいい首
E末十 i厚うLこ本目
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